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前４『20日第Ξ禰郵使物認可）（月摺日）日１１月
１

府て帝に
を　｀はよＥ
¬韓はっ!1
朝国じてｊ
鮮政め日ｉ

に
あ
る
唯
一

の
合
法
的
な

政
府
」
と
確

認
し
た
。
こ

れ
は
、
日
帝

が
朝
鮮
再
侵

略
を
か
い
ら
い
朴
政
府
を
水
路
と
し
て

開
始
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
し
て

在
日
朝
鮮
人
に
「
韓
国
籍
」
を
取
得
さ

せ
、
朴
政
府
を
目
己
の
伐
表
と
み
な
す

こ
と
を
強
要
し
た
０
で
あ
る
。
日
帝
は

南
朝
鮮
に
対
す
る
侵
略
と
朴
と
○
・
結
び

つ
き
を
深
め
る
こ
と
を
通
し
て
在
日
朝

鮮
人
総
体
に
攻
撃
を
強
め
て
い
る
。
注

意
す
る
必
要
か
お
る
○
は
、
「
軸
国

籍
」
の
人
が
「
を
日
韓
国
人
」
と
し
て

生
き
よ
う
と
い
う
．
訟
い
す
ら
逆
手
に
と

っ
て
、
攻
撃
に
転
化
し
て
い
る
こ
と

だ
。
戦
前
の
「
内
鮮
一
体
」
と
、
現
在

の
「
日
韓
共
同
」
は
本
貧
的
に
は
同
じ

日
帝
の
野
望
が
流
れ
て
い
る
と
い
え

る
。
ま
た
、
日
帝
の
「
共
和
国
敵
視
政

策
」
も
、
日
帝
○
南
朝
鮮
再
侵
略
に
手

を
つ
け
る
た
め
の
前
提
で
あ
る
と
同
詩

に
（
朴
と
結
ひ
つ
く
た
め
に
必
要
）
、

そ
の
テ
コ
な
○
で
あ
り
、
南
朝
鮮
再
侵

略
の
深
ま
り
に
つ
れ
て
強
化
さ
れ
て
い

く
Ｑ

　
ま
た
、
日
聯
条
約
は
朴
政
権
を
「
唯

一
の
合
法
政
府
」
と
し
て
承
認
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
日
帝
に
よ
る
分
割
承

認
が
南
朝
鮮
侵
略
の
た
め
の
絶
対
的
条

約
で
あ
る
こ
と
は
以
上
述
べ
て
き
た
こ

　
　
　
ｒ
－
♂
ー
ｓ
ｌ
－
　

ｌ
！
ー
ｉ
Ｆ
ー
ー
ｘ
ｌ
！
ｒ
ー
ー
ー

ー

日
帝
の
精
神
が
流
れ
て
い
る
と
い
え

る
。
　
’

¬〈〉

　
◇
　
◇
Ｆ
―

協
定
永
住
椎
」

　
と
法
律
一
二
六

　
日
帝
は
、
「
協
定
永
住
権
こ
そ
、
在

日
朝
鮮
人
○
最
も
堀
本
的
な
法
的
地

位
」
と
す
る
た
め
、
必
死
の
攻
撃
を
く

り
広
げ
て
い
る
。
「
悴
国
籍
」
恐
ふ
や

し
、
「
溺
定
永
住
権
」
取
侍
者
を
過
半

数
に
す
る
た
め
に
血
ま
な
こ
に
な
っ
て

い
る
。
「
沁
定
ぶ
住
栓
」
は
、
「
棉
』

頼
」
強
要
と
い
う
役
割
を
持
っ
て
い

る
か
、
そ
れ
に
止
ま
ら
な
い
積
極
的
な

意
味
を
も
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
「
い
帥

定
永
住
」
は
そ
れ
ま
で
○
在
日
朝
鮮
人

の
法
的
地
位
に
対
す
る
攻
撃
な
の
で
あ

り
、
と
り
わ
け
一
二
六
を
「
協
定
永

住
」
で
お
き
か
え
よ
う
と
日
帝
は
ｎ
っ

て
い
る
か
ら
で
ー
り
Ｑ
。
こ
り
ー
Ξ
ハ
に

対
す
る
攻
撃
は
、
日
帝
０
侵
略
史
を
抹

殺
す
る
こ
と
を
通
し
て
新
た
な
再
侵
略

の
遜
を
は
き
肩
め
る
も
０
で
あ
る
と
同

時
に
、
「
協
定
永
住
」
を
あ
く
ま
で
拒

否
す
る
人
の
法
則
地
位
を
剥
奪
し
て
し

ま
お
う
と
い
う
攻
撃
で
あ
る
。

　
戦
後
の
を
日
副
鮮
人
○
法
的
地
位
は

法
竺
二
ー
ハ
、
法
務
省
令
十
四
号
、
特

別
在
留
、
一
般
の
在
留
資
格
、
仮
放
免

な
ど
に
わ
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
一

二
六
は
三
十
二
万
五
千
人
、
法
務
省
令

は
士
八
万
五
千
人
、
特
在
は
二
万
八
千

人
と
い
わ
れ
、
「
密
入
国
者
」
が
数
万

人
と
い
わ
れ
て
い
る
。
．
百
六
以
外
は

在
留
期
間
が
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

数
年
お
き
に
在
留
期
間
を
更
新
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
一
二
六
は
五
二
年
四

日帝と朴j

る支配の」

法務省にある帰還事業再開の陳1

り禁止の看板。左の「人権週間，

侵略史の抹殺j

定化､法律126り

し
た
な
と
Ｃ
．
￥
怖
が
起
き
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
り
￥
件
は
す
べ
て
政
利

に
訴
え
て
闘
わ
れ
て
い
る
が
、
日

本
政
府
は
入
営
誠
に
よ
っ
て
、
こ

の
よ
う
な
行
政
訴
訟
権
を
奪
い
、

送
還
光
を
韓
国
に
決
定
で
き
る
合

法
的
権
利
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
入
営
誠
付
則
十

四
条
○
、
「
法
律
一
二
六
号
獅
二

号
堕
ハ
墳
中
『
は
、
出
入
国
哲
理

令
第
二
十
二
池
○
二
と
狽
』
を

『
の
う
ち
、
出
入
国
管
理
法
の
施

行
の
日
ま
で
引
き
続
き
本
邦
に
在

留
す
る
も
○
は
、
司
法
第
三
十
二

条
第
｝
項
』
に
改
め
る
」
と
い
う

『
規
定
も
、
一
二
六
に
対
す
る
大
攻

撃
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
五

一一一一－－－一一一一

リ人は体辺撃え爾か裾

~i芦1ﾆJ　＝2zとQt一　　r､7’ uたis J心包
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一座圏。豆点９孤

そ
れ
以
外
は
文
字
ど
お
り
「
煮
て
食
っ

て
も
、
焼
い
て
食
っ
て
も
い
い
」
状
態
、

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
０
だ
。
日
帝
は

　
「
朝
鮮
箱
」
の
在
日
朝
鮮
人
凩
そ
れ

制
し
た
り
、
と
い
う
反
撃
に
手
を
つ
け
く
当
然
で
あ
り
、
政
府
は
こ
れ
に
対
し

た
の
だ
。
つ
ま
り
、
「
励
定
永
住
権
」
　
て
ど
ん
な
言
い
の
が
れ
も
す
る
権
利
は

を
中
心
に
在
日
朝
鮮
人
の
法
的
地
位
を
な
い
。
そ
う
で
あ
る
が
故
に
な
お
さ
ら

再
編
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
協
定
発
効
後
か
ら
現
在
に
至
る
五
年
圓

　
質
問
』
）

　
池
上
○
い
っ
て
い
る
こ
と
は
、
厩
史

的
に
も
法
的
に
も
、
あ
ら
ゆ
る
点
か
ら

見
て
も
、
全
く
で
た
ら
め
で
何
の
説
得

に
、
こ
○
談
話
と
真
吋
か
ら
矛
盾
す
る
力
も
な
い
。

攻
撃
を
政
府
が
し
か
け
て
い
る
こ
と
に
　
ま
ず
第
一
に
、
日
本
政
府
は
在
日
剔

対
し
、
わ
れ
わ
れ
は
満
身
の
怒
り
を
も
鮮
人
の
在
留
資
格
や
法
的
地
位
を
「
本

っ
て
糾
弾
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
来
自
由
に
決
め
る
」
こ
と
な
ど
絶
対
に

の
攻
撃
と
は
一
二
六
取
得
者
に
対
す
る
で
き
る
わ
け
が
な
い
。
在
日
朝
鮮
人
が

過
去
強
制
の
攻
撃
で
あ
り
、
そ
れ
を
利
日
本
に
在
留
し
て
い
る
の
は
、
一
九
｝

し
て
い
る
が
、
｝
二
六
が
永
住
を
認
め

た
も
○
と
朝
鮮
人
が
主
張
し
て
い
る
○

は
全
く
正
当
で
あ
り
、
何
の
異
論
を
は

さ
む
こ
と
も
で
き
な
い
。
『
別
に
法
律

に
定
め
る
ま
で
」
と
い
う
部
分
を
在
日

朝
鮮
人
が
そ
ん
な
法
律
は
必
要
な
い
と

は
っ
き
り
い
っ
て
い
る
場
合
、
日
本
政

府
は
一
二
六
を
永
住
権
と
し
て
扱
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
一
方
的
義
務
が
あ
る

だ
け
で
あ
る
。

　
　
◇
　
◇
　
◇
１

　
卑
劣
な
「
韓
国

　
籍
」
強
要
攻
撃

　
以
上
○
よ
う
に
池
上
が
述
べ
て
い
る

攻
撃
は
、
協
定
発
効
五
年
回
、
現
実
り

入
営
行
政
の
な
か
で
屡
ま
じ
い
攻
撃
と

な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
基
軸
は
、
「
韓
国
糊
」
強
要
り

だ
ろ
う
。
ま
た
Ａ
氏
も
、
唯
一
〇
働
き

手
で
あ
る
自
分
が
退
去
強
制
さ
れ
れ
ば

母
や
兄
は
生
き
て
い
く
こ
と
さ
え
で
き

な
い
こ
と
を
ど
ん
な
気
持
で
考
え
た
だ

ろ
う
か
。
つ
い
に
彼
は
「
稼
国
籍
」
を

取
得
レ
放
免
さ
れ
た
。

　
こ
○
よ
う
な
筆
舌
に
吊
し
這
い
卑
劣

な
や
り
□
を
日
本
政
府
は
フ
ル
に
使
っ

て
い
る
の
で
防
る
。
約
三
十
二
万
人
と

公
表
さ
れ
て
い
る
「
韓
国
籍
」
の
人
○

多
く
が
、
ど
○
よ
う
な
思
い
を
込
め
て

　
「
韓
国
籍
」
を
取
っ
た
○
か
を
考
泌
る

『
日
帝
の
非
道
は
全
く
Ｕ
ら
営
あ

る
。

　
Λ
東
京
Ｖ
’

★
ウ
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書
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水
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下
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通
り
、
鴛
／
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九
一
一
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万
ご
ブ

★
明
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生
協
’
お
茶
水
以
下
￥
胴
大
学

館
２
叫
電
／
二
九
三
ー
ニ
ニ
Ｕ
一
ｙ

四
　
　
　
。

口
書
羨
プ
ッ
グ
マ
ー
ト
お
系
○
水
Ｊ
｀

下
車
駿
雙
早
ら
、
電
／
ニ
ハ
ｈ
ー
Ｇ

Ｏ
｝
五
・

★
郁
文
蛮
本
郷
誕
大
垣
門
前
電
／

ハ
ー
ー
ー
ニ
ハ
○
二

□
簒
臓
掌
‐
’
数
寄
Ｓ
橋
シ
ョ
ぶ
」
ン
ダ

セ
ン
タ
ー
抽
こ
削
、
電
／
五
七
一
１

０
二
〇
づ
ー
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で
０
法
的
地
位
が
ど
ん
な
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で
あ
の
攻
撃
と
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一
二
六
取
得
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に
対
す
９
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￥
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９
９
５
９
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け
れ
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な
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な
い
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方
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｛
９
ｙ
＆
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￥
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Ｓ
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」
も
、
日
帝
○
南
朝
鮮
再
侵
略
に
手
　
戦
後
の
七
日
副
鮮
人
○
法
的
地
位
は
　
ゥ
た
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
的
地
位
つ
過
去
強
制
の
攻
撃
で
あ
り
、
そ
れ
を
利
日
本
に
在
留
し
て
い
る
の
は
、
一
九
｝
　
だ
け
で
あ
る
。
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＠
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Ｊ

を
つ
け
る
た
め
の
削
提
で
あ
る
と
同
詩
法
律
ご
只
、
法
務
省
令
十
四
号
、
特
ま
り
存
在
○
法
的
根
拠
が
失
な
わ
れ
る
用
し
た
「
韓
国
籍
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強
要
の
攻
９
で
あ
○
年
日
韓
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合
を
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標
と
す
る
朝
鮮
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◇
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○
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結
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仮
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。
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ｏ
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○
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“
　
　
　
時
、
日
帝
の
非
道
は
全
く
Ｕ
ら
・
ご
で
あ
★
郁
文
蛮
本
郷
誕
大
垣
門
前
電
／
口
｀

略
の
深
ま
り
に
つ
れ
て
強
化
さ
れ
て
い
　
二
六
は
三
十
二
万
五
千
人
、
法
務
省
令
的
判
断
で
運
命
が
左
右
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朝
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０
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ま
た
、
日
聯
条
約
は
朴
政
権
を
「
喘
人
と
い
わ
れ
、
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密
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国
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万
ぅ
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れ
わ
れ
は
と
い
ぅ
ぶ
ぅ
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も
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営
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で
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撃
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協
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五
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現
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「
二
六
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の
氾
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／
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七
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の
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法
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府
」
と
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．
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六
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弾
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鮮
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帝
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。
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述
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収
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０
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踏
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祁
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．
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リ
攻
撃
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強
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撃
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司
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か
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ら
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政
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講
和
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時
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翌
し
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は
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て
入
Ｗ
や
入
る
攻
撃
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刄
抄
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は
か
か
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に
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民
国
政
府
が
樹
立
さ
れ
て
以
起
っ
て
い
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ヽ
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六
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地
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電
／
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兎
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部
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叫
管
法
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撃
が
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け
ら
れ
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た
ｓ
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気
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に
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が
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代
来
執
よ
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げ
ら
れ
ヽ
六
五
年
ま
で
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既
得
権
剥
奪
丿
大
攻
撃
で
あ
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同
ロ
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戈
堂
　
　
法
政
大
Ｇ
、
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よ

な
ぜ
な
ら
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れ
誦
鮮
統
一
に
対
す
正
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う
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営
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に
講
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も
句
で
な
く
、
そ
の
確
立
過
程
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で
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ま
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営
体
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る
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｀
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後
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力
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持
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撃
が
か
け
ら
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、
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撃
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日
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黒
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質
を
つ
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と
り
、
日
い
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約
三
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万
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数
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搦
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前
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史
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も
と
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地
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定
を
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定
発
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。
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あ
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菟
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